
 
 
 
 
福島第一原発からの放射能で汚染された食品には、暫定基準値が設けられチェックが行われています。

しかし、基準値を上回る牛肉が検査をすり抜けて西日本にまで流通したり、一度は安全宣言した主食の

コメまで暫定基準値を上回り、不安は尽きません。また、日本の暫定基準値は、チェルノブイリ事故を

経験したウクライナなどの基準に比べて甘く、見直しすることが決まっていますが、実施は 4月からと
先送りされています。  
グリーンピース・ジャパンが実施した調査では、大手スーパー５社全てで放射能汚染魚介類の販売を

確認。これを受けてイオンは昨年 11月から自主検査で 50ベクレルを超えた魚を流通させないなど独自
の取り組みを始め、他のスーパーでも産地表示の強化を約束しています。 

しかし、魚介類の場合、汚染海域で捕獲しても水揚げ港で表示可能なため、産地表示も全面的に信頼

できません。また、缶詰など加工商品は鮮魚と比較して表示義務が一層甘くなっています。 

グリーンピースは「近くにあるスーパーに、お客様の声を届け、全ての魚介類商品において、水揚げ

港を産地として表示することを禁止し、実際の漁獲海域の表示を徹底するよう、働きかけましょう」と

呼び掛けています。 主な食品の基準<ベクレル/kg>   (末田) 
日本  

現行 4月から 
ウクライナ

飲料水 ２００ １０ ２ 
牛乳 ２００ ５０ １００ 
野菜類 ５００ １００ ４０ 
乳児用食品 ５００ ５０ ４０ 
 

エコ・ラボ ギャラリーお知らせ 

 ☆月二市 ゆにふぁーむ無農薬野菜の販売 

   毎月第２，４金曜日１０時～１３時頃まで 

３月上旬から春の無農薬の大和野菜を売り出します。 

生産者の村田夫妻が直接売りにきますので、お話に 

来てください。～冬は土づくりで精を出しています～ 

 ☆八百屋マンのお店 毎週金曜日１５時～１６時 

   障がい者就農支援として八尾と和歌山の畑で野菜作り、 

   その無農薬野菜の販売店です。若者たちがやってます。 

 編集後記 

「世界の美しい村」にも認定された上勝町。約２千人の人口の半分が６５歳以上という町がいま注目さ

れているのは、限界集落をゼロウエストの発想から生涯現役の働く場を開拓したフロンティアだから。

私たちは葛城金剛、生駒山、北摂、泉南の山系の恵みと水源で都が栄えた。しかし今は、放棄耕作地だ

らけだ。こんなもったいないことはない。農業、林業、漁業が大切にされる百年後を想像し、歴史・文

化・芸能の醸成と山や川、海からの風を感じる感性を磨いていきたいものだ。（百） 

GCON総会と学習会のご案内 

 
日 時 ３月２９日（木）１８時３０分

場 所 エコネット近畿 会議室 

     天神橋筋２丁目商店街 

      西日本書店 ４階 

総会後 １９時頃から学習会企画 

 ☆震災復興と環境 

   岩手県大槌町支援活動から 

   橋本紀子理事が話題提供 

ｱｸｾｽ 地下鉄南森町・JR東西線天満宮 

 ③出口北へ徒歩３分 

 ∞ご参加ください∞    


